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追 悼

藤原隆代さんのご逝去を悼む

化石研究会の創設と発展に大きな役割を果された藤原隆代さんは，去る5月19日に，東京都東久留米市の自宅

で，虚血性心不全のため他界されました。享年75歳でした。

1959年の創設当初の化石研究会は，古生態，微細総造，進化論の3グループからなり，会員はそのどれかのグ

ループに所属することになっていました。藤原さんは微細構造のグループの責任者をつとめられ，会の発展に大
きな役割を果たされました。

東京の山手線新大久保駅の近くにあった資源科学研究所（財団法人）に勤務されていた藤原さんは，化石の生

化学の研究（古生化学）のテーマのもとで，各種の化石のアミノ酸分析とゾウ化石のコラーケンによる石灰化の

実験で成果をあげておられました。そのような藤原さんの実績があったからこそ，化石研究会の設立が実現した

のだと思います。藤原さんは1961年に古生化学の研究によって，北海道大学から理学博士の学位を授与されまし

た。その後は，ゾウ化石のコラーケンのX線による構造解析の研究へと研究の幅を広げて行かれました。それら

の成果が認められ， 1968年には「化石有機物の古生化学的研究」で日本地質学会賞を授賞されました。

1961年に大学院の課程を終了した私は，古生化学への道を歩むべく，藤原さんのもとに弟子入りをして，化石
のアミノ酸の分析法を教えていただきました。その後の研究にあたっては，つねに藤原さんの指導を受け， また
協同の研究もさせていただきました。その当時よく訪ねた資源科学研究所の藤原さんの研究室が，今でも懐かし
く思い出されます。

化石の古生化学の研究を通して化石研究会の発展に偉大な足跡を残された藤原隆代さんに御礼申し上げるとと
もに，ご冥福を心からお祈りいたします。

つぎに，化石研究会の微細構造グループに関わるものに限って，藤原さんの業績をあげてみました。おそらく
欠落している業績もあるかと思います。お気づきの方はお知らせください。

（秋山雅彦）
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◆本の紹介◆◆

学の先駆者たちのことが加えられ，系統樹もゾウのも

のにとり変えられている。

「第5章化石をつくる」の改訂は目にとまる。化

石研究会の会員の成果が十分にとりこまれている。全

体としてみると，前著を生かし，最近の成果を加えた

ものといえる。井尻の考えた古生物学の柱は生きてい

て，現在でも他に代えがたいものであることを示すと

同時に，その線に沿った研究の成果が上力罫って，新し

い肉付けが生まれたということである。

欲を言えば， もう少し増補をして， ここに書かれて

いる分だけでなく，他の関連分野の成果も加えて欲し

かった。浮遊性微化石による年代・対比の問題，軟体

動物を材料とした多くの研究などである。巻末の植物

系統表が省略されたのも残念である。

前著「化石」は筆者にとって座右の一冊として，長

い間親しんだ本である。啓蒙書であるだけでなく，古

生物学の基本を示すものとして，研究の指針でもあっ

た。大学における講義にも利用させて頂いた。これか

らも折りにふれ参考にし， まわりの人びとに推薦した

いと思う。そんなたぐいの， まさに「一冊の本」とい

える本である。

（糸魚川淳二）

井尻正二・秋山雅彦（編著） （1992）
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1986年（昭和43年）に初版が出た，井尻正二著「化

石」 （岩波書店)は化石についての手ごろな入門書とし

て，多くの人に親しまれ，版を重ねていた。ただ，最

近は増刷がなく，手に入れることが難しくなっていた。

本書は「化石」が装を新たにし，改訂を加えられて

再登場をしたものである。古生物学を研究・教育する

ものとして，学生・一般市民におすすめできる本が再

びできたわけで，大歓迎である。

「あとがき」によると，秋山雅彦氏が全面的に協力

し， また，多くの化石研究会の会員の人たちが資料を

提供している。目次を見る限り，前著との違いは第4

章の第3節がなくなったことだけであるが，通読する

と，各所に新しいデータが盛り込まれていて，面目を

一新している。例えば，野尻湖発掘の成果は各所に見

えているし，ナウマン，横山，矢部ら， 日本の古生物
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